
FOMCでのパウエル⽶連邦準備制度理事会（FRB）議⻑のタカ
派的な発⾔を受けて⽶ドル⾼が進み、ルピアは対⽶ドルで下落しま
した。また、週末にかけて⽶中貿易摩擦激化への懸念からリスク回
避姿勢が強まる中、円が急伸し、対円でもルピアは⼤幅下落となり
ました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2019年8⽉2⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉2⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉2⽇）

［株式市場］

［債券市場］

週明けは⽶連邦公開市場委員会（FOMC）を直前に控え投資家の
様⼦⾒姿勢が強まる中、インドネシア株式市場は消費関連株を中⼼
に下落しました。しかしその後、⼈⼯島開発の許可を受けてインフラ関
連株が堅調となり、上昇に転じました。後半はFOMCの発表を受けて
⻑期的な緩和期待が後退する中、トランプ⽶⼤統領が中国製品への
関税上乗せを発表しました。これを受けて⽶中貿易摩擦激化の懸念
が広がり、週末にかけて下落しましたが、週間では上昇しました。
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（対象期間：2019/7/29〜2019/8/2）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2019/7/26 2019/8/2 変化率
6,325.24 6,340.18 +0.24%

2019/7/26 2019/8/2 変化幅
7.215 7.569 +0.354

2019/7/26 2019/8/2 変化率
0.7776 0.7527 -3.20%
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FOMCを直前に控え投資家の様⼦⾒姿勢が強まる中、30⽇に⾏われ
た国債⼊札では堅調な需要が⾒られました。しかし、FOMCでは
0.25％の利下げが決定されたものの、⻑期緩和サイクルの開始が否
定されたため、世界的に債券市場の利回りは上昇（価格は下落）
し、インドネシア10年国債利回りも⼤幅上昇となりました。その後も、⽶
中貿易摩擦激化の懸念からリスク回避姿勢が強まり、週末にかけて利
回りはさらに上昇し、週間でも上昇しました。
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